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「障害」欄は、扶養親族が普通障害者に該当する場合、「1.普通障害」、特

別障害者に該当する場合、「2.特別障害」を○で囲んでください。 

また、障害者に該当する場合は、裏面の⑭「摘要」欄に、扶養親族の氏名、身体障害者手帳等の種類

と交付年月日、障害の程度（等級など）をご記入ください（手帳等の名称は正しくご記入くださ

い）。なお、いずれにも該当しない場合は記入は不要です。 

➢普通障害者または特別障害者に該当するか否かについては、Ｐ20「障害者とは」をご覧くださ

い。 

➢日本年金機構から送付している申告書には、前年に申告書を提出され、障害者に該当する旨記

載いただいていた方には、あらかじめ前年申告内容に基づく○が印刷してあります。変更がな

い場合、摘要欄の記入は不要です。 

➢提出する際、障害の程度を示す証明書の添付は必要ありません。 

➢介護保険法で定められている要介護認定の等級、各種公的年金制度から支給されている障害年

金の等級などとは直接関係ありません。 

➢記入方法の例は   を参照してください。 

扶養親族が別居している場合は、「同居等の区分」の『2.別居』を○で囲み、裏

面⑭「摘要」欄に、その方の氏名と住所をご記入ください。 

また、扶養親族が受給者本人または扶養親族等の対象者と同居している場合は、区分の『1.同居』を

○で囲んでください。 

 

➢日本年金機構から送付している申告書には、前年に申告書を提出された方には、あらかじめ前年申

告内容に基づく○が印刷してあります。 

➢国外にお住まいの方を控除対象とする場合は、以下の「国外にお住まいの扶養親族等がいる場合の

提出方法」をご覧いただき、「国外居住の有無」欄に○をし、必要な添付書類を同封してください。 

➢前年に国外にお住まいの方を控除対象としていた場合は該当する○を印刷してあります。 
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《記入の説明》 

● 太郎（本人）について 

  ➢『本人障害』欄は、障害者ではないので記入しません。 

  ➢『寡婦等』欄は、該当しないので記入しません。 

  ➢『本人所得』欄は、900 万円を超えないので○をしません。 

  ➢太郎の所得の計算方法 

   170 万円（老齢年金の金額）－110 万円（公的年金等控除額）＝60 万円 

   200 万円（給与の収入金額）－68 万円（給与所得控除額）（※）＝132 万円 

    ※200 万円 ×30％ ＋8 万円 ＝68 万円 

   10 万円（年金所得の上限額）＋10 万円（給与所得の上限額）－10 万円 ＝10 万円 

   （所得金額調整控除） 

   所得額 60 万円＋（132 万円－10 万円）＝182 万円 

● 好子（妻）について 

  ➢『氏名』欄は、氏名・フリガナを記入します。『続柄』欄は、「2.妻」を○で囲みます。 

 『生年月日』欄は、「5.昭」を○で囲み、年月日を記入します。 

➢『個人番号（マイナンバー）』欄にマイナンバーを記入します。 

➢『配偶者の区分』欄は、好子（妻）の年齢は 65 歳以上で、 

収入が年金のみで 158 万円以下ですので、上段に○をします。 

退職所得はないので、下段には記入しません。 

➢『配偶者障害』欄は、障害者ではないので記入しません。 

➢『配偶者老人区分』欄は、70 歳未満なので、「2.老人」には○をしません。 

➢『同居等の区分』欄は、同居しているので「1.同居」を○で囲みます。 

国外居住ではないので、「1.非居住者」には○をしません。 

● 一郎（父）について 

➢『氏名』欄は、氏名・フリガナを記入します。 

『続柄』欄は、「5.父母・祖父母」に○をつけます。 

 『生年月日』欄は、「5.昭」を○で囲み、年月日を記入します。 

➢『個人番号（マイナンバー）』欄にマイナンバーを記入します。 

➢『特定・老人の種別』欄は、「老人扶養親族」に該当するため、「2.老人」を○で囲みます。 

➢『障害』欄は、特別障害者に該当するので「2.特別障害」を○で囲みます。 

➢『同居等の区分』欄は、別居しているので「2.別居」を○で囲みます。 

  国外居住ではないので、『国外居住の有無』には○をしません。 

➢『年間所得の見積額』欄は、「48 万円以下」を○で囲みます。 

  ※障害年金は所得額計算の際、収入に含まれません。 

 退職所得はないので、下段には○をしません。 

 ➢『摘要』欄に身体障害者手帳等の種類等、および住所を記入します。 

● 豊子（孫）について 

➢『氏名』欄は、氏名・フリガナを記入します。『続柄』欄は、「4.孫」に○をつけます。 

『生年月日』欄は、「7.平」を○で囲み、年月日を記入します。 

➢『個人番号（マイナンバー）』欄にマイナンバーを記入します。 

➢『特定・老人の種別』欄は、「特定扶養親族」に該当するため、「1.特定」を○で囲みます。 

➢『障害』欄は、障害者ではないので記入しません。 

➢『同居等の区分』欄は、同居しているので「1.同居」を○で囲みます。 

国外居住ではないので、『国外居住の有無』には○をしません。 

➢『年間所得の見積額』欄は、「48 万円以下」を○で囲みます。 

 退職所得はないので、下段には○をしません。 

 


























